
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
創
出
・
推
進

【
背
景
】

①
地
域
の
価
値
や
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
森
林
空
間
の
健
康
・
観
光
・
教
育
分
野
等
に
お
け
る
新
た
な
総
合
利
用
に

係
る
新
産
業
と
な
る
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
創
出
へ
の
期
待
。

②
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
を
通
じ
て
、
社
会
的
課
題
の
解
決
に
森
林
が
寄
与
し
、
森
林
の
付
加
価
値
が
創
造
さ
れ
、

山
村
地
域
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
。

③
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
を
通
じ
て
森
林
と
繋
が
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
を
見
据
え
た
企
業
経
営
を
支
援
す

る
取
組
と
し
て
も
注
目
。

④
森
林
資
源
の
豊
富
な
山
村
地
域
に
お
い
て
、
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
創
出
に
向
け
た
政
策
誘
導
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
国
の
役
割
と
し
て
期
待
。

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
創
出
・
推
進
に
あ
た
っ
て
の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
下
記
①
か
ら
③
に
つ
い
て
、

幅
広
い
分
野
の
関
係
者
を
招
聘
し
た
検
討
委
員
会
及
び
専
門
部
会
を
設
置
し
、
専
門
的
知
見
の
も
と
で
現
状
把

握
・
状
況
分
析
等
を
行
い
、
具
体
的
な
課
題
解
決
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
う
。

【
課
題
項
目
】

①
森
林
空
間
利
用
が
も
た
ら
す
効
果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
の
発
信
・
共
有
・
蓄
積

②
需
要
側
と
供
給
側
で
の
効
果
的
な
情
報
の
共
有
の
し
く
み
の
構
築

③
地
域
に
お
け
る
推
進
体
制
の
整
備
や
人
材
育
成

森
林
×
健
康

森
林
×
観
光

森
林
×
教
育

資
料
１



課
題

2
0
1
9
年
度
の
動
き

2
0
2
0
年
度
～

【
事
業
フ
ロ
ー
】
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
創
出
・
推
進
に
向
け
た
調
査
検
討

○
モ
デ
ル
的
な
取
り組
み
を
通

じて
「森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」

の
具
体
事
例
を
積
み
上
げ
、

民
間
企
業
等
の
需
要
側
へ

効
果
を
発
信
し
関
心
を
拡

大
。

○
上
記
を
達
成
す
る
た
め
の

健
康
分
野
の
エ
ビ
デ
ン
ス
や

企
業
に
と
っ
て
の
具
体
的

効
果
を
検
証
し、
明
確
化

○
山
村
等
の
供
給
側
へ
具
体

的
実
施
手
段
の
共
有
化

○
イ
ン
バ
ウ
ン
ド対
応
も
視
野

に
入
れ
、「
森
林
サ
ー
ビ
ス

産
業
」の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充

実
を
図
る
。

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
創
出
・
推
進
に
向
け
た
調
査
検
討

「森
林
サ
ー
ビス
産
業
」

検
討
委
員
会

（
20
18
年
８
月
設
置
）

「森
林
サ
ー
ビス
産
業
」

検
討
委
員
会

（
20
19
年
８
月
設
置
）

事
業
の
中
核
を
担
う人
材
の
開

拓
・育
成

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
も
た
ら
す
効

果
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
の
発
信
・共

有
・蓄
積

需
要
側
と供
給
側
の
効
果
的
な
情

報
の
共
有
の
仕
組
み
の
構
築

地
域
の
推
進
体
制
の
整
備
、プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

と
り
ま
と
め
ら
れ
た
課
題
･方
向
性

（
平
成
３
１
年
３
月
報
告
書
）

●
具
体
的
な
解
決
方
策
の
モ
デ
ル
提

示
に
向
け
た
検
討
・分
析
な
ど

健
康
分
野
に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス

の
取
得
、発
信
・共
有
、蓄
積

に
係
る
課
題
解
決
に
向
け
て
、

検
討
会
、試
行
運
用
を
通
じ
て

モ
デ
ル
手
法
の
提
案
。

「森
林
サ
ー
ビス
産
業
」に
係
る

関
係
者
の
自
立
的
か
つ
持
続

的
な
運
営
が
可
能
と
な
る
情

報
共
有
体
制
等
の
モ
デ
ル
手

法
等
の
提
案
。



森
林
由
来
の
植
物
精
油
に
よ
る
香
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

【
背
景
】

①
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
（
香
料
製
品
等
）
の
原
料
は
、
欧
州
等
か
ら
輸
入
さ
れ
た
植
物
精
油
が
大
半
。

②
山
村
地
域
に
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
や
ク
ロ
モ
ジ
等
の
未
利
用
資
源
が
あ
り
、
精
油
の
原
料
と
な
る
可
能
性
大
。

③
現
在
、
こ
れ
ら
か
ら
精
油
を
採
取
・
利
用
す
る
動
き
が
国
内
各
地
で
み
ら
れ
る
が
、
小
規
模
分
散
。
製
品
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
あ
っ
て
も
ユ
ー
ザ
ー
の
認
知
度
が
低
く
、
産
業
と
呼
べ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
。

。
森
林
由
来
の
植
物
精
油
を
活
用
し
た
香
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
産
業
化
に
よ
る
山
村
活
性
化
に
向
け
て
、
以
下
を
実
施
。

【
実
施
内
容
】

①
我
が
国
に
お
け
る
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
（
香
料
製
品
等
）
の
生
産
流
通
、
ニ
ー
ズ
、
嗜
好
等
に
つ
い
て
の
調
査
。

②
森
林
由
来
の
植
物
精
油
の
効
用
や
機
能
性
等
の
調
査
。

③
各
地
域
の
生
産
者
が
一
定
の
品
質
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
（
業
界
認
証
制
度
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

等
の
必
要
性
及
び
導
入
手
法
）
の
検
討
。

（
原
材
料
の
採
取
）

（
原
材
料
の
採
取
）

（
精
油
の
抽
出
）

（
天
然
精
油
の
医
学
的
活
用
）



令和元年８月２６日 

林野庁森林利用課 

令和元年度「森林サービス産業」検討委員会の設置 

及び第 1 回検討会の開催 

１．「森林サービス産業」検討委員会について 

メンタルヘルス対策や健康づくりの場などとして森林空間を活

用した「森林サービス産業」や、地域の林地残材や枝葉等の森林由

来の植物製油を有効活用した「香ビジネス」の創出・推進に向けた

課題解決方策や、今後の展開方向等について検討するために設置。 

 また、検討委員会の下に、「エビデンス専門部会」、「情報共有専

門部会」、「香イノベーション専門部会」を設け、個別の課題解決方

策等について検討を実施。 

 なお、本検討会は農林水産省官房政策課の「新たな政策課題への

対応のための委託調査」に係るプロジェクトとして実施。 

２．第 1 回検討会の開催について 

日  時：令和元年８月 26 日（月） 15:00～17:00 

場  所：農林水産省三番町共用会議所「別館 AB 会議室」 

主な議題：検討の方向性、専門部会の設置、今後の予定、等 

３．具体的な検討内容 

○森林空間における健康づくりなどの活動の効果・効用のエビデ

ンスについて、実効性のあるデータの取得、蓄積手法

○自立的かつ持続的なサービス産業に必要な異業種間での情報共

有、マッチング、プロジェクト推進の仕組みづくり

○森林由来の植物精油について、製造・流通・販売等の実態を踏ま

えた香ビジネスの展開方向や品質確保に向けた方針、需要者に

対する普及啓発のあり方等

４．今後の進め方 

○１１月頃  第２回検討会 

○１月頃  第３回検討会 

※上記の検討会のほか、各専門部会を３～４回程度開催する予定



令
和
元
年
度
「森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」検
討
委
員
会
に
つ
い
て

調
査
検
討
委
員
会
・専
門
部
会
の
設
置
及
び
調
査
・分
析

エ
ビ
デ
ン
ス
専
門
部
会

○
エ
ビ
デ
ン
ス
取
得
・発
信
・蓄
積
等
調
査

ⅰ
）
エビ
デ
ン
ス
等
の
収
集

ⅱ
）
企
業
等
ニー
ズ
調
査

ⅲ
）
企
業
・医
学
界
等
の
先
進
事
例
調
査

ⅳ
）
導
入
企
業
等
の
ヒア
リン
グ
調
査

ⅴ
）
エビ
デ
ン
ス
取
得
手
法
試
行
運
用
等

情
報
共
有
専
門
部
会

○
マ
ッチ
ン
グ
の
仕
組
み
等
調
査

ⅰ
）
関
係
者
間
の
情
報
共
有
の
課
題
整
理
・

プ
ラッ
トフ
ォー
ム
構
築
を通
した
マ
ッチ
ング

の
仕
組
み
の
事
例
収
集

ⅱ
）
情
報
共
有
の
仕
組
み
の
整
理
・分
析

ⅲ
）
情
報
共
有
の
体
制
モデ
ル
の
提
案

香
イ
ノベ
ー
シ
ョン
専
門
部
会

○
香
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
に
向
け
た
調
査
・分
析

ⅰ
）
アロ
マオ
イル
事
情
の
調
査

ⅱ
）
生
産
流
通
実
態
・ニ
ー
ズ
等
調
査

ⅲ
）
国
産
植
物
精
油
の
効
用
等
の
調
査

ⅳ
）
業
界
認
証
制
度
の
必
要
性
等
検
討

ⅴ
）
生
産
者
・消
費
者
との
意
見
交
換

「森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」検
討
委
員
会

「森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」、
国
産
植
物
精
油
に
よ
る
香
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
及
び
課
題
の
把
握
、産
業
の
創
出
・推
進
に
向
け
た
提
言
を
実
施

氏
名

所
属
・
役
職

委
員

赤
池
学

（
一
社
）
CS
V開
発
機
構
理
事
長

委
員

安
藤
伸
樹

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
理
事
長

委
員

池
田
三
知
子

経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
事
務
局
長

委
員

稲
本
正

東
京
農
業
大
学
客
員
教
授

委
員

大
本
晋
也

（
独
）
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
理
事

国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家
所
長

委
員

久
保
成
人

(公
社
)日
本
観
光
振
興
協
会
理
事
長

委
員

熊
谷

晃
長
野
県

信
州

ブ
ラン

ド推
進

監
　営

業
本

部
営

業
局

長

委
員

佐
野
雅
宏

健
康
保
険
組
合
連
合
会
副
会
長
・専
務
理
事

安
田
日
本
興
亜
健
康
保
険
組
合
・理
事
長

氏
名

所
属
・
役
職

委
員

椎
川

忍
(一
財
)地
域
活
性
化
セ
ン
ター
理
事
長

(一
社
)移
住
・交
流
機
構
業
務
執
行
理
事

委
員

志
村
格

(一
社
)日
本
旅
行
業
協
会
（
JA
TA
）
理
事
長

委
員

武
居
丈
二

全
国
町
村
会
事
務
総
長

委
員

土
屋
俊
幸

東
京
農
工
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
教
授

林
政
審
議
会
会
長

委
員

津
野
田

勲
（
一
社
）
香
りの
健
康
ライ
ブ
ラリ
ー
代
表
理
事

委
員

鍋
山
徹

(一
財
)日
本
経
済
研
究
所

 専
務
理
事

林
業
復
活
・地
域
創
生
を
推
進
す
る
国
民
会
議

 W
G主

査

委
員

松
本

晃
（
株
）
日
本
政
策
投
資
銀
行

 地
域
企
画
部

 次
長

委
員

宮
林
茂
幸

東
京
農
業
大
学
地
域
創
成
科
学
科
教
授

美
しい
森
林
づ
くり
全
国
推
進
会
議
事
務
局
長



委 託 事 業 仕 様 書（抜粋） 

１ 事業名 

森林資源を活用した新たな山村活性化に向けた調査検討事業 

２ 目的 

今後、急速な少子高齢化と人口減少が進展する中で、山村地域の

自立性を確保し、地方創生を図ることが喫緊の課題となっている。

このような中で、山村地域が有する森林空間等の多様な森林資源を

活用することにより、地域の価値や地域のブランド力を高める「森

林サービス産業」の創出への期待が高まっている。他方で、不規則

な食生活や運動不足等が原因で起こる生活習慣病の増加に伴う医

療支出の増大や働き方改革の流れ等を背景として、民間企業におい

て、従業員の健康管理に戦略的に取り組む、いわゆる「健康経営」

の取組が進んでおり、その実践の場として、森林空間を活用し、従

業員のヘルスケアやメンタルケアに対応するプログラムを提供す

るといった、健康分野における「森林サービス産業」の取組に対す

る期待が高まっている。今後、こういった取組を全国展開していく

に当たっては、森林空間における様々な活動が人間にどのような効

果をもたらすか等についての、医学的エビデンスを収集・蓄積する

とともに、関係者のマッチングや情報共有の仕組みを構築していく

ことが重要となっている。 

また、山村地域には、林地残材や枝葉等の未利用資源が存在して

おり、これを有効活用した新産業を創出することにより、林業関係

者の所得向上や地域の雇用増加が期待される。その中でも、植物か

ら天然精油を抽出してアロマオイル（香料製品等）を製造する、い

わゆる「香ビジネス」については、消費者の健康志向の高まり等を

背景として、成長のポテンシャルが高い分野であるが、現状では、

生産の実態は小規模分散であり、生産者を含めた業界体制が整備さ

れていない。今後、こういった取組を産業として成長させていくた

めには、国産植物精油の品質確保に向けた仕組みを整備するととも

に、関係者のネットワーク化に向けた体制整備を行うことが必要で

ある。 

このような観点から、本事業では、森林資源を活用した新たな発

想による山村の活性化を目的として、①健康分野を中心とした「森

林サービス産業」と、②国産植物精油による香ビジネスについて、

産業の創出・推進に向けた課題解決・政策立案のための基礎調査を

実施する。 



３ 事業の実施期間 

契約締結日から平成 32 年３月 19 日（金）までとする。 

４ 事業内容 

（１）「森林資源を活用した新たな山村活性化に向けた調査検討委員

会〜森林サービス産業・香ビジネスの創出・推進（仮称）」の開

催 

（中略） 

「森林サービス産業」・国産植物精油による香ビジネスの創出

・推進に向けた方策等を検討するため、「検討委員会」及び「専

門部会」を設置し、円滑に実施できるよう必要な事務局業務を行

う。 

「検討委員会」は、「森林サービス産業」・国産植物精油によ

る香ビジネスの現状及び課題の把握、産業の創出・推進に向けた

提言等を目的とし、以下の専門部会の検討内容の方向性や取りま

とめ方針の決定を行う。 

（中略） 

「専門部会」は、「森林サービス産業」に関する「エビデンス

専門部会」「情報共有専門部会」、国産植物精油による香ビジネ

スに関する「香イノベーション専門部会」を設置し、・・・・・

（中略） 

 「エビデンス専門部会」は、健康分野において森林空間を利用

することによる効果・効用のエビデンスの取得・蓄積、民間企業

等への発信等についての提言を行うことを目的として、・・・ 

（中略） 

「情報共有専門部会」は、自立的かつ持続的な「森林サービス

産業」の運営が可能となるよう、関係者間での効率的・効果的な

情報共有の仕組みやサービスの提供者と利用者とのマッチング

の場の整備等についての提言を行うことを目的として、･・・・・

（中略） 

「香イノベーション専門部会」は、国産植物精油の製造・流通

・販売等の実態を踏まえた香ビジネスの展開方向、国産植物精油

の品質確保に向けた方針、国産植物精油の効用・機能性の取りま

とめ、業界関係者等のネットワーク化に向けた体制整備、需要者

に対する普及啓発のあり方等についての提言を行うことを目的

とする。・・・・・・・・




